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　日本銀行は、1月、4月、7月、10月の政策委員会・金融政策決定会合において、先行きの経済・物価見通
しや上振れ・下振れ要因を詳しく点検し、そのもとでの金融政策運営の考え方を整理した「経済・物価情勢の
展望」（展望レポート）を決定し、公表しています。また、2022年 4月以降は、展望レポートの内容を、より
幅広い読者に伝えるための取り組みとして、そのポイントをイラストとともに簡潔に整理した資料（ハイライ
ト）を公表しています。本稿では、2022年 4月の展望レポート（基本的見解は4月28日、背景説明を含む全
文は5月2日公表）のハイライトをご紹介します。＊全文は、日本銀行ホームページに掲載されていますので、
ご関心のある方は、ぜひそちらもご参照ください。https://www.boj.or.jp/mopo/outlook/index.htm/

「経済・物価情勢の展望」（展望レポート・ハイライト）
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政策委員の経済・物価見通し

（注）　は実績値、　は見通しです。




